
■

■

第86フ号日休干U)

東道路lttl関

約
剛
人
が
安
全
意
識
高
め
る

関
東
道
路
蜘

（筑
西
市
、
武
藤
正
浩
代
表
取
締
役
Ｈ
写
真

上
右
）
の
取
引
業
者
災
害
防
止
協
議
会

（山
川
久
男
会
長
Ｈ

写
真
上
左
）
は
な
日
、
２
０
２
３
年
度
安
全
大
会
を
筑
西
市

の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。
社
員
や
取
引
業
者

な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、
安
全
講
話
や
表
彰
式
を
行
い

安
全
意
識
を
高
め
合

っ
た
。

「安
全
に
つ
い
て
改
め
て
考
え

る
良
い
機
会
。
日
頃
の
安
全
活

動
を
振
り
返
り
無
事
故
無
災
害

の
決
意
を
新
た
に
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
土
井
署
長
が
労
働

災
害
の
防
止
に
つ
い
て
安
全
講

話
。
労
働
災
害
の
発
生
状
況
や

熱
中
症
の
防
止
対
策
、
法
令
等

の
改
正
事
項
、
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
な
ど
を
解
説
し
た
。

次
に
、
取
引
業
者
災
害
防
止

協
議
会
安
全
部
会
の
早
乙
女
操

会
長
が
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ

い
て
報
告
。

表
彰
式
で
は
、
優
良
事
業
所

や
優
良
工
事
、
安
全
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
受
賞
者
を
表
彰
し
た
。

そ
の
後
、
救
命
入
門
コ
ー
ス

講
習
を
実
施
。
筑
西
消
防
署
川

島
分
署
員
が
救
命
方
法
を
説

明
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
併
用
し
た
心
肺

蘇
生
法
な
ど
の
実
施
指
導
が
行

わ
れ
た
。

最
後
に
小
嶋
透
安
全
部
会
罰
¨

会
長
が
安
全
宣
言
を
行
い
、
参

加
者

一
同
で
無
事
故

・
無
災
害

を
誓
い
合

っ
た
。

表
彰
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

（器理裕私里喉町）
。

［安
全
大
会
表
彰
重

【
優
良
事
業
所
】

■
栃
木
共
同
ア
ス
コ
ン
蜘

■
爛
吉
江
組

【優
良
職
長
】

■
野
口
謙

（∩
山
川
建
藍

■
栗
原
憲

一

（和
田
長
建
設

仰
）

■
遷
盤

冒
頭
、
山
川
会
長
ば

「皆
さ

ま
に
は
熱
中
症
や
コ
ロ
ナ
感
染

へ
の
対
策
ド
身
体
へ
の
安
全
対

策
を
切
に
お
願
い
し
た
い
。
本

国
の
安
全
大
会
が
実
の
あ
る
も

の
と
な
る
よ
う
ご
協
力
を
」
と

呼
び
か
け
た
。

武
藤
代
表
取
締
役
は

「温
暖

化
が
進
ん
で
お
り
、
毎
日
の
暑

さ
に
い
か
に
対
応
す
る
か
。
安

全
に
工
事
を
す
る
た
め
に
、
休

憩
を
取
り
、
体
調
を
管
理
し
、

集
中
力
を
保
ち
注
意
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
あ
い
き
つ
。

来
賓
の
上
井
昌
利
筑
西
労
働

基
準
監
督
署
長

（写
真
下
）
は
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【
優
良
工
事
】

■
森
田
信
幸

（関
東
道
路
仰

工
事
部
）
＝
舗
装
修
繕
工
事
町

道
３
１
２
７
８
号
線
外

∴
優
良
作
業
主
任
者
】

■
木
村
敏
行

（関
東
道
路
仰

工
事
部
）
　
　
　
・

【
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

■
田
神
和
子

（婉
野
本
電
設

工
業
）
＝
優
秀
賞

「見
た
つ
も

り
　
一言
っ
た
つ
も
り
　
心
の
油

断
が
命
取
り
」

■
栗
原
英
彰

（爛
日
本
切
削

工
き

＝
佳
作

■
塚
原
真

一
（関
東
稽
極
屈
∪

Ｈ
佳
作

巽
翻
禁
誘
藝
琴
ガ
萎
鶉
存


